
議会への意見箱を開設しました
詳細は８ページをご覧ください 2026年冬号（令和７年12月定例会）

議会
のこ
とを

コン
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トに
お知
らせ

YouTube
横瀬町公式
チャンネル

躍動の年   　10馬力で駆け抜けます

　今が見頃！ あしがくぼの氷柱♥

夫婦で新年初顔合わせの会に参加

寒さに負けず走りきりました！

各議員の
新年のあいさつ

今回は動画であいさつ

P.6 ４名の議員が登壇
町の考えを問う［一般質問］

P.2
P.8

町民インタビュー
「うえたん号スタッフ・利用者」「二十歳のつどいの参加者」
の皆さんに聞きました

P.3 第２回議会報告会を開催
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　停留所ごとに決まっ

たお客様がいらっしゃ

います。新しい方を連

れてきてくれる方もいます。「今日は○○さんい

ないね。具合悪いのかな？」と一人暮らしの方の

安否確認にもなっています。お菓子などを購入し、

その後お茶会などで楽しんでいらっしゃる方々も

います。うえたん号があることによって集まるきっ

かけになっていると思います。
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〜地域の皆様のお買い物を支援します〜
「うえたん号」運行開始から２年！ 
うえたん号の今と地域コミュニティを
お伝えします! !

インタビュー
1

インタビュー
2

第14区公会堂で、第14区公会堂で、

「かわせみいきいき体操」に「かわせみいきいき体操」に
参加されている皆様参加されている皆様

人と人
が

人と人
が

　集う
場所

　集う
場所♫♫

地域のつながりを
地域のつながりを
育む大切な拠点
育む大切な拠点

運行スケジュールの変更により、運行スケジュールの変更により、

ちょうど体操の日にうえたん号がきてくれるので、ちょうど体操の日にうえたん号がきてくれるので、

お茶菓子を買うのに助かっていますお茶菓子を買うのに助かっています♫♫

うえたん号スタッフうえたん号スタッフ
本橋さん

ぜひお越しぜひお越し
ください！ください！

議会についてもインタビュー！
・選挙はあった方がいいです。

・�議会を傍聴するのに敷居が高いと思ってい

ます。

・役場でモニターで見れるのは助かります。

・�議員さんには「話しづらい、声がかけづ

らい」印象があります。

・�ある議員さんに「何でも言ってください」と声

をかけていただいたのが印象に残っています。

そのほかに　そのほかに　

「物価高のお話」「物価高のお話」

「地区の人口減の不安」「地区の人口減の不安」

「町のお買い物情報」「町のお買い物情報」

「農業の担い手不足」など「農業の担い手不足」など

　様々 なお話を　様々 なお話を
　　　　伺えました！　　　　伺えました！
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参加者からのアンケート結果 ※参加者24名中、回答者19名

議会報告会にご参加、ご協力をいただきありがとうございました

議会の報告に耳を傾け、質問や意見を交わす参加者の皆さん

今回の報告会は

参加した議員は９名です
まちの未来について、住民と議員が一緒に考える時間となりました

　11月16日（日）町民会館２

階大会議室にて横瀬町議会の第

2回議会報告会を開催しました。

　令和7年9月定例会の内容

をもとに予算からの決算の説

明、総務文教厚生常任委員会、

企画財政産業建設常任委員会、

議会改革特別委員会の報告を行

い、前回の反省を踏まえ、参加者からの質疑をいただきました。

　参加者からの質問としては『ウォーターパーク・シラヤマの建設について』『小中学校の教育につ

いて』など、横瀬町においてとても大事なご意見とご質問をいただきました。

　また、今回の意見交換会のテーマである『議員定数と議員報酬』についても貴重なご意見とご質

問をいただきました。

★�現在の議員定数12名について

どのように感じますか？

★�議員報酬についてどのように感じますか？

※議員報酬一覧　

　議　長：月額25万7000円　　副議長：月額21万7000円

　委員長：月額20万5000円　　議　員：月額20万1000円

横瀬町議会で第2回議会報告会を開催！
今回は町内、町外含め24名が参加！

妥当だと思う

26％

少ないと思う

53％

多いと思う

11％
よくわからない

11％

多いと思う

63％

妥当だと思う

26％

少ないと思う

11％

前回とは違う雰囲気！！
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12 月定例会・12 月臨時会の審議から、
主な質疑をお知らせします。

12 月定例会・臨時会　議会はココに注目！

消防団員の機能別団員
　　　について質問多数

12
月
定
例
会

消
防
団
員
の
機
能
別
団
員

問

設
置
の
背
景
は
。
消
防
団
員

が
特
に
不
足
し
て
い
る
第
４
分

団
・
第
５
分
団
の
団
員
確
保
か
。

答

４
分
団
・
５
分
団
も
含
め
、

消
防
団
員
が
増
え
な
い
中
で
の
検

討
。
全
国
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

問

議
案
の
提
案
理
由
で
は
「
災

害
時
」
と
あ
り
、
任
務
は
「
火
災

等
の
特
定
任
務
」
と
あ
る
が
、
台

風
、
水
害
な
ど
の
対
応
は
。

答

台
風
、
水
害
時
も
災
害
時
と

捉
え
出
動
す
る
。

問

災
害
時
に
向
け
た
訓
練
は
。

答

必
要
に
応
じ
て
各
分
団
で
訓

練
を
行
う
。

問

消
防
支
援
隊
と
合
併
か
別
の

も
の
か
。
希
望
の
人
数
は
。

答

別
の
も
の
。
消
防
支
援
隊
の

方
に
も
団
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く

予
定
。
現
在
の
消
防
団
員
と
機
能

別
消
防
団
員
で
横
瀬
町
の
定
数

１
４
４
名
に
な
る
の
が
理
想
。

問

機
能
別
消
防
団
員
に
報
酬
を

支
給
し
な
い
理
由
は
。

答

災
害
時
の
出
動
の
み
で
あ
り
、

年
間
で
は
出
動
回
数
は
多
く
な
い
。

ま
た
、
近
隣
の
消
防
団
の
多
く
が

報
酬
を
支
給
し
な
い
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
反
対
討
論
】�

内
藤
純
夫
議
員

　
訓
練
を
受
け
て
い
る
団
員
と
そ

う
で
な
い
者
、
報
酬
が
あ
る
者
と

な
い
者
が
混
在
し
た
状
態
で
火
災

現
場
に
送
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

現
在
あ
る
消
防
支
援
隊
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
十
分
に
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
長
年
の
懸
案
で

あ
る
第
４
分
団
と
第
５
分
団
の
統

合
問
題
を
先
に
解
決
し
、
消
防
団

の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】�

新
井
鼓
次
郎
議
員

　
こ
の
案
件
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
大
変
大
事
で
あ
る
。
消
防
団
機

能
を
充
実
さ
せ
る
の
は
よ
い
と
思

う
。
し
か
し
危
険
な
現
場
に
入
っ

て
い
た
だ
く
の
で
、
報
酬
を
見
直

し
て
再
提
出
し
て
ほ
し
い
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

問

対
象
や
制
度
の
詳
細
は
。

答

０
歳
６
か
月
〜
満
３
歳
未
満

で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
子

ど
も
が
対
象
。
月
10
時
間
を
限
度

に
利
用
可
能
。
申
請
は
申
請
シ
ス

テ
ム
を
使
用
。
利
用
に
当
た
っ
て

は
事
前
面
談
が
必
要
。
受
け
入
れ

る
施
設
は
横
瀬
町
保
育
所
、
他
に

も
他
市
町
村
で
も
利
用
可
能
。

補
正
予
算

物
価
高
騰
対
策
～
生
活
応

援
商
品
券
～

問

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券

事
業
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
が
交
付
対
象
で
あ
る
が
、
生

活
で
一
番
苦
し
い
の
は
年
金
支
給

前
の
63
歳
、
64
歳
の
方
で
あ
る
。

こ
の
年
代
の
救
済
は
。

答

既
に
決
定
し
て
い
る
物
価
高

騰
対
策
交
付
金
の
対
象
は
65
歳
以

上
の
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
追

加
さ
れ
る
物
価
高
騰
対
策
交
付
金

は
全
世
帯
を
対
象
と
し
、
い
ろ
い

ろ
な
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
。

12
月
臨
時
会

補
正
予
算

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

手
当
の
支
給

対
象
：
０
歳
か
ら
高
校
生
世
代
ま

で
の
児
童
。

金
額: 

子
ど
も
１
人
当
た
り
一
律

２
万
円
の
現
金
給
付
。

方
法: 

児
童
手
当
受
給
世
帯
は
申
請

不
要
で
口
座
振
込（
公
務
員
や
基
準
日

以
降
の
出
生
者
等
は
申
請
が
必
要
）。

水
道
料
金
減
免

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
水
道
料

金
改
定
（
値
上
げ
）
に
伴
う
激
変

緩
和
措
置
。

内
容
：
現
行
の
基
本
料
金
と
改
定

後
の
基
本
料
金
の
差
額
分
（
６
か

月
分
）
を
減
免
。
一
般
家
庭
（
口

径
13
ｍｍ
）
の
場
合
、
６
か
月
で

税
抜
３
５
４
０
円
の
減
免
。

対
象
：
約
３
４
０
０
件
。（
公
共

施
設
除
く
）

物
価
高
騰
対
策
〜
暮
ら
し

応
援
商
品
券
を
全
町
民
へ
〜

目
的
：
食
品
等
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
生
活
支
援
及
び
地
域
経
済
の

活
性
化
。

内
容
：
全
町
民
に
対
し
、
１
人
に

つ
き
１
万
円
分
の
地
域
商
品
券
を

配
布
。

配
布
時
期
：
２
月
中
に
発
送
予
定
。

機能別消防団員
消防団の団員不足を補
うため、能力や事情に応
じて特定の活動のみを
行う消防団員。横瀬町
の消防団員は現状 121
名で、定数の 144 名に
対し 23 名の不足が生じ
ている。

12月臨時会
（12/26）12 月定例会

（12/10〜12/11）
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賛成…○　反対…×　欠…欠席　除…除
じょせき

斥　 ※…議長

令和７年12月定例会・12月臨時会
審議結果と議員の賛否を公開します

審
議
結
果

森
沢　
望
美

関　

   

貴
志

向
井　
芳
文

黒
澤　
克
久

宮
原
み
さ
子

新
井
鼓
次
郎

内
藤　
純
夫

若
林
想
一
郎

関
根　

修

小
泉　
初
男

 12月定例会

条例
改正

横瀬町乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
横瀬町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

横瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を
改正する条例 否決 × × ※ × × × × × × ○

横瀬町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一
部を改正する条例 撤回

補正
予算

令和７年度横瀬町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度横瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度横瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 12月臨時会
補正
予算 令和７年度横瀬町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

※…議事進行を行う議長は賛否の表明はしません。賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明します（その場合「裁」と記載）。

対 　 象 保育所等に通っていない
０歳６か月から満３歳未満の子ども

開始時期 令和８年４月１日～

場 　 所 保育所、認定こども園、幼稚園など

利 用 料 １時間 300 円（目安）
（月10 時間まで）

　国の乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）※の
創設に伴い、国の基準に沿って定めるもの。
　内容は、乳児等通園支援事業を行う事業所の設備に関す
る基準（年齢に応じた乳児室等の設置、部屋の面積など）と
事業に従事する職員の配置基準、そのほか利用乳幼児、保
護者の心身の状況等に応じた支援などについて定めている。

※乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）って？
　国が令和８年度から子ども・子育て支援法に基づく新たな通
園制度として、全国の自治体において実施するものです。
　月一定時間までの利用可能枠の中で、保護者の就労に関係な
く子どもを預けることが可能で、時間単位等で柔軟に利用する
ことができます。
　育児の負担軽減に加え、子どもの成長が促されると期待でき
るものです。
　横瀬町では保育所で行う予定です。（担当課は健康子育て課）

新
＼令和８年４月から／

たな子育て支援がスタート

　今議会で、条例案４件が上程され、議案第62号、第63号は総員起立で可決、
議案第64号は起立少数で否決され、議案第65号は取り下げとなりました。

横瀬町乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例の制定　
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横瀬町の「今とこれから」  一
議 員 の 視 点

般質問
　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員安心・安全な町を目指して
宮原みさ子 議員

（町長） 問題意識を持って他の自治体の情報収集していく
問  リチウムイオン電池等の回収方法の周知について。
答    環境課長　国から市町村においても分別回収と
適正処理を徹底していくことが求められている。収
集場所への出し方についての注意喚起の周知が不足
している点と、回収していることを知らない住民に
対して、より一層の周知を徹底していく。
問  高齢者等のごみ出しの支援について。
答    福祉介護課長　ご近所同士のつながりや見守りと
いう福祉の大切な機能を守るためにも、ごみ出しが

大変な高齢者等が孤立する
ことなく住み慣れた地域で
安心して暮らし続けられるよう横瀬町らしい助け合
いの力を活かした方法を大切にしていきたい。今後
は地域での互助の取組をどうすれば守っていけるか、
福祉の視点で情報の収集と整理を行い、模索してい
きたい。
その他

「子宮頸がん及びHPV関連がんの撲滅について」を質問

リチウムイオン電池を
使用している機器

□□□□■□□□□　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員武甲山資料館について
新井鼓次郎 議員

（振興課長）現在も役割を果たし存在価値はある
問  武甲山資料館は武甲山関連企業、秩父市、横瀬町、
秩父自然保護委員会で構成する武甲山資料保存会が
運営し、運営資金は入館料と関連企業の毎年の寄附
金で賄っている。その運営目的、有料入場者数、事
業展開を問う。
答    振興課長　当該施設は昭和54年企業寄附金で建
設され、武甲山の価値ある資料を収集し後世に伝え
るため、秩父市武甲山資料館条例等により管理され
ている。有料入場者数は年間5000人程度で、希少

植物特別展示、写生会、写
真展を実施している。
問  企業は非常に厳しい経
営状況である。毎年1000
万円弱の企業負担を見直し
横瀬町歴史民俗資料館や秩
父市伝承館で役割を継いだらどうか。
答    振興課長　秩父市が主体となる施設であるため、
質問があったことを秩父市に伝え情報共有する。

　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員職員のスキルアップ⁉ 自治体連携について
黒澤克久 議員

（まち経営課長）他町への派遣実績は、合計７回延べ31人

問  これまでの成果は。
答    まち経営課長　派遣実績は、磐梯町へ３回延べ
15人・海士町へ２回延べ８人・北栄町へ２回延べ８
人、合計７回31人を派遣している。派遣した職員か
らは「横瀬町の当たり前とは違う当たり前を体感で
きた」「メールやオンライン会議よりも意思疎通が図
られ、コミュニケーションを深めることができた」
など、多くの刺激や学びがあったと報告を受けてい
る。また、派遣をきっかけに町内でも他自治体の事

例を参考とした新たな提案や取組も生まれてきてお
り、着実な成果が見えている。
問  今後について。
答    振興課長　令和８年２月に伊奈町との森林環境
学習ツアーを予定している。内容は木材ワークショッ
プなどの交流事業を考えている。また、令和９年度
竣工予定の伊奈町庁舎の材として、横瀬町産の木材
を搬出することで調整を進めている。町として、連
携協定等に基づき、協力をしていきたい。

羊山公園内にある
武甲山資料館
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議会ホームページ

本会議は原則公開、どなたでも傍聴できます。事前予約は不要です。役場３階にお越しください！
＊議会だよりでは、要約版を掲載しています。

問  国から給食費の補助金が出る予定だが、補助金
が出た分は支援に回せるのではないのか。
答    教育次長　国からの補助金が出たとしても給食材
料費の高騰や、令和８年度から小学校の建て替えに
よる起債の償還、また、中学校B棟校舎、体育館を
中心とした中学校施設の整備検討委員会が設置され、
中学校の施設整備で多くの費用がかかることが見込
まれるため、現段階で新たな教育支援を行うことは
難しい。

問  彫刻刀・書道の道具・柔
道着などは学校の備品で貸
し出しできないのか。
答    教育次長　今のところ貸出しの予定はない。実施
する場合は管理や貸出しの仕組みについて検討が必
要。保護者の観点では負担を減らしていくというの
もあるが、子どもたちの観点では新しい物を買って
もらうことで嬉しさがあるのではないかと思う。

　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員

（教育次長） 特定の方以外の支援の予定はない

小中学校の隠れ教育費   に支援は
　 関 貴志 議員

保護者負担の教材

町の高齢者支援 
総務文教厚生常任委員会

　11月26日（水）に委員会を開催し、高齢者支援に
ついて、現状、地域包括支援センター、地域包括ケ
アシステム、高齢者への助成制度、今後の取組に分
類し説明を受けました。
　質疑では、健康年齢、ケアマネージャーへの支援、
助成制度の支給基準等があり、きめ細かい支援が行
われていることを確認することができました。

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
町税の課税状況� 企画財政産業建設常任委員会
　11月26日（水）に委員会を開催し、町税の種類、納付の状況や今後の課題等について説明を受けました。質疑では、
たばこ税に関するものや、滞納された町税、固定資産税の評価額等がありました。執行部からは、住民の利便性
を考慮した納付機会の拡充、空き家等に対する納税義務者の特定への取組を行い、引き続き納付率向上に取り組
んでいくと報告を受けました。
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
水道料金の平均36.1％の値上げ 秩父広域市町村圏組合議会
　令和7年11月14日、秩父広域市町村圏組合議会が開催され、執行部提出議案４件すべて総員起立により可決
成立しました。特に、住民生活に関わる水道料金についての条例改正があり、平均36.1％の水道料金の値上げと
なりました。なお、水道料金改定についての住民説明会が10月中に皆野町、長瀞町、横瀬町、秩父市、小鹿野町
で開催されました。

委 会 ら員 か 告 ま報 し す

隠れ教育費
義務教育が無償化であるにもかかわらず、家庭が学校教育のために
支払う「見えにくい・意識されにくい」追加費用のこと。制服・体操服、
指定の教材（彫刻刀・ピアニカなど）、部活動費、修学旅行費など。
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【期日】11月６日（木）
【場所】秩父宮記念市民会館

　「秩父地域議長会の研修会」（秩父地域ま
ちづくり協議会講演会）には、待望の藻谷
浩介氏がご登壇されました。
　藻谷氏の講演はいつも熱意に溢れ、エビ
デンスに基づいた揺るぎないものです。情報
は自分で確認するもの。客観的事実だけを
精査すると見えてくるものが、「公表されて
いるもの」といかに異なるかを実感します。

秩父地域議長会議員研修
事実に基づいて考える
まちづくりの大切なポイント

講演会での藻谷浩介氏

議会への意見箱を開設しました。（オンラインのみ）
回答はこちら➡

次の定例会は
３月上旬 開会予定

本会議は
どなたでも
傍聴できます♪

詳細は横瀬町議会ホームページをご覧いただくか
議会事務局 TEL 25-0119 にお問合せください

町田多議員が11月13日付けで一身上の都合により辞職されました。
議員辞職のお知らせ

議 活 ・ れ れ会 動 あ こ

Ｑ 議会のイメージは？
A人口減少に対して、町長が頑張って
積極的にやってもらっているイメージ。

Ｑ 議会に期待することは？
A町の活動が実って、10年 20
年後に戻って来れるような町に
なっててほしい。

Ｑ 議会のイメージは？
A町とか地域の方の意見を反映する場だ
と思う。

Ｑ 議会に期待することは？
A少子高齢化になっている中で
少子化対策、子育て支援に力を
入れてほしい。

Ｑ 議会のイメージは？
A町をより良くするために考えてく
れている。自然豊かな横瀬町を守っ
てくれている。

Ｑ 議会に期待することは？
A若い世代の意見に耳を傾け
て住み続けられる、戻って来や
すい町にしてほしい。

関口さん（中郷）

貝崎さん（川西）

島野さん（苅米）

「二十歳のつどい」の参加者に「二十歳のつどい」の参加者に

「議会のイメージ」「議会のイメージ」
「議会に期待すること」「議会に期待すること」
をを伺いました！伺いました！


